
●「
政
治
の
季
節
」
の
到
来

　

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
末
、
上
海
万
博

が
終
わ
っ
た
。
そ
れ
は
中
国
に
お
け
る

二
〇
一
二
年
秋
の
第
一
八
回
党
大
会
に

向
け
て
の
「
政
治
の
季
節
」
の
幕
開
け

を
意
味
す
る
。

　

同
月
中
旬
に
開
か
れ
た
中
国
共
産
党

第
一
七
期
中
央
委
員
会
第
五
回
全
体
会

議
（
五
中
全
会
）
で
、
次
期
最
高
指
導

者
と
目
さ
れ
る
習
近
平
（
中
国
共
産
党

中
央
政
治
局
常
務
委
員
、
党
内
序
列
第

六
位
）
が
党
中
央
軍
事
委
員
会
副
主
席

に
就
任
し
た
。
次
世
代
の
な
か
で
党
内

序
列
が
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
国
家
副
主
席

で
も
あ
る
習
近
平
は
、
こ
れ
で
現
在
の

最
高
指
導
者
で
あ
る
胡
錦
濤
に
次
ぐ
党

と
国
家
、
軍
の
権
力
を
手
に
し
た
。
こ

の
先
、
習
近
平
に
大
き
な
ミ
ス
さ
え
な

け
れ
ば
、
第
一
八
回
党
大
会
で
習
近
平

政
権
が
誕
生
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
と

な
っ
た
。

　

し
か
し
地
方
に
い
る
政
治
家
、
た
と

え
ば
汪
洋
（
広
東
省
党
委
員
会
書
記
）

や
兪
正
声
（
上
海
市
党
委
員
会
書
記
）、

薄
煕
来
（
重
慶
市
党
委
員
会
書
記
）
な

ど
が
中
央
政
治
局
常
務
委
員
入
り
を
目

指
す
な
ど
、
多
く
の
政
治
家
が
よ
り
高

い
地
位
を
得
よ
う
と
、
こ
れ
か
ら
約
二

年
間
は
、
党
内
で
熾
烈
な
権
力
闘
争
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

故
に
「
政
治
の
季
節
」
と
呼
ば
れ
る
の

で
あ
る
。

　

こ
の
権
力
闘
争
を
観
察
し
、
そ
の
結

果
を
予
測
す
る
こ
と
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

の
よ
う
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
楽
し
い
し
、

ま
た
中
国
の
将
来
を
展
望
す
る
上
で
欠

か
せ
な
い
作
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
二

年
後
に
誰
が
中
央
政
治
局
常
務
委
員
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
改
革
・
開
放
路
線

が
ス
タ
ー
ト
し
て
三
〇
年
あ
ま
り
の
経

済
成
長
の
一
方
で
積
み
重
な
っ
て
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
避
け
て
通
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
中
国
が
直
面
す

る
課
題
を
把
握
し
て
か
ら
「
政
治
の
季

節
」
の
成
り
行
き
を
観
察
し
た
方
が
、

二
年
後
の
新
し
い
政
治
勢
力
分
布
に
対

す
る
よ
り
深
い
意
味
づ
け
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

●「
一
二
・
五
計
画
」
の
ス
タ
ー
ト

　

五
中
全
会
で
は
、
二
〇
一
一
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
「
第
一
二
次
五
カ
年
計

画
」（
一
二
・
五
計
画
）
の
方
向
性
を

示
す
「
建
議
」
が
採
択
さ
れ
た
。
市
場

経
済
化
が
進
ん
だ
現
在
に
至
っ
て
も
、

計
画
経
済
の
象
徴
と
も
い
え
る
「
五
カ

年
計
画
」
が
策
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
自

体
、
と
て
も
奇
妙
な
こ
と
の
よ
う
に
思

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
五
カ
年
計
画
の
意
義
が
薄

れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
共
産
党
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
し
て
五
カ
年

計
画
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
政
治
的
な
意
義
も
あ
る
。
そ
れ
以

上
に
、
共
産
党
に
と
っ
て
、
五
カ
年
計

画
の
策
定
は
、
国
家
発
展
改
革
委
員
会

を
中
心
に
、
そ
の
他
の
中
央
官
庁
や
地

方
政
府
、
企
業
が
一
体
と
な
っ
て
一
年

以
上
の
時
間
を
か
け
、
中
国
の
現
状
を

把
握
す
る
重
要
な
機
会
と
な
っ
て
い

る
。

　

五
カ
年
計
画
の
内
容
に
は
時
代
と
と

も
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
五
カ
年
計
画

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
が
盛
り
込
ま
れ

る
。
一
九
八
一
年
ス
タ
ー
ト
の
第
六
次

五
カ
年
計
画
で
は
産
業
ご
と
の
生
産
額

や
生
産
高
な
ど
の
「
経
済
指
標
」
が
指

標
全
体
の
六
〇
・
三
％
を
占
め
、「
非

経
済
指
標
」
は
三
九
・
七
％
だ
っ
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
六
年
の
第
一
一
次
五

カ
年
計
画
で
は
経
済
指
標
は
二
二
・

七
％
に
ま
で
減
少
し
、
七
七
・
三
％
は

非
経
済
指
標
だ
っ
た
。
非
経
済
指
標
の

う
ち
、
人
口
や
社
会
保
障
制
度
へ
の
加

入
率
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
あ
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
耗
量
な
ど
の
資
源
、
汚
染
物
質
の
排

出
量
な
ど
の
環
境
と
い
っ
た
社
会
領
域

や
生
態
領
域
に
関
す
る
指
標
が
指
標
全

体
の
三
一
％
を
占
め
た
。
一
二
・
五
計

画
で
は
、
こ
れ
ら
社
会
領
域
や
生
態
領

域
の
指
標
の
割
合
が
さ
ら
に
大
き
く
な

る
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
五
カ
年

計
画
に
は
中
国
の
直
面
す
る
課
題
が
反

映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

● 「
建
議
」
が
示
す 

八
つ
の
重
要

課
題

　

一
二
・
五
計
画
の
「
建
議
」
は
、
一

二
の
節
、
五
六
項
目
か
ら
な
る
が
、
重

要
な
課
題
を
八
つ
取
り
上
げ
、
そ
の
対

策
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

⑴ 

適
度
な
経
済
成
長
の
下
で
の
経
済
成

長
方
式
の
転
換
―
こ
れ
が
五
年
間
の

主
要
経
済
目
標
で
あ
る
。
経
済
成
長

が
速
す
ぎ
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に

経
済
格
差
の
是
正
や
環
境
保
護
、
公

特
集
に
あ
た
っ
て

中
国
の
今
後
を
読
む
た
め
に

中
国
総
合
展
望
研
究
の
活
か
し
方

佐
々
木
智
弘
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共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
が
置
き
去

り
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、

多
少
経
済
成
長
の
速
度
を
落
と
し
て

で
も
、
民
生
分
野
や
環
境
分
野
に
力

を
入
れ
、
成
長
の
新
た
な
牽
引
力
と

す
る
。

⑵ 

内
需
拡
大
と
そ
れ
を
保
障
す
る
公
平

な
所
得
分
配
―
就
業
機
会
を
増
や

し
、
社
会
保
障
制
度
を
整
備
し
、
中

低
所
得
者
層
の
所
得
を
引
き
上
げ
る

こ
と
で
、内
需
拡
大
を
可
能
に
す
る
。

⑶ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
高
度
化
―
石
炭

や
石
油
な
ど
が
高
い
比
重
を
占
め
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
か
ら
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
傾
斜
と
伝
統
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ク
リ
ー
ン
利
用
を
推
進
す
る

こ
と
で
構
造
を
高
度
化
さ
せ
る
。

⑷ 

中
小
都
市
の
都
市
化
―
大
都
市
に
集

中
す
る
出
稼
ぎ
農
民
を
故
郷
に
近
い

中
小
都
市
で
吸
収
で
き
る
よ
う
環
境

整
備
を
行
う
。

⑸ 

投
機
の
た
め
で
は
な
く
住
む
た
め
に

必
要
な
住
宅
の
整
備
―
不
動
産
価
格

の
高
騰
を
防
ぎ
、
中
低
所
得
者
層
の

住
宅
を
確
保
す
る
。

⑹ 

人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
改
革
―
高

等
教
育
や
職
業
教
育
だ
け
で
な
く
、

農
村
や
貧
困
地
域
、
少
数
民
族
地
域

で
公
平
な
教
育
機
会
の
保
障
、
国
に

よ
る
奨
学
金
や
補
助
制
度
を
充
実
さ

せ
る
。

⑺ 

所
得
分
配
制
度
の
強
化
―
就
業
機
会

の
拡
大
や
最
低
賃
金
水
準
の
引
き
上

げ
、
高
所
得
者
へ
の
累
進
課
税
率
の

引
き
上
げ
な
ど
の
所
得
税
改
革
、
高

す
ぎ
る
公
務
員
や
事
業
単
位
職
員
の

給
与
引
き
下
げ
を
行
う
。

⑻ 

行
政
改
革
の
推
進
と
法
に
基
づ
く
政

府
・
サ
ー
ビ
ス
型
政
府
の
構
築
―
マ

ク
ロ
経
済
へ
の
政
府
の
介
入
を
な
く

し
、
行
政
の
「
政
策
決
定
―
執
行
―

監
督
」
機
能
を
強
化
し
、
行
政
コ
ス

ト
を
削
減
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
効
率
を
高
め
る
。

● 
次
期
習
近
平
政
権
の
課
題
を

正
確
に
把
握
す
る
た
め
に

　

先
に
挙
げ
た
八
つ
の
課
題
は
、
胡
錦

濤
政
権
が
掲
げ
る
「
調
和
社
会
」
の
構

築
、
す
な
わ
ち
高
度
経
済
成
長
か
ら
持

続
可
能
な
経
済
発
展
へ
の
転
換
と
い
う

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
も

の
で
あ
る
。
そ
の
共
通
点
は
経
済
格
差

の
是
正
と
い
う
点
に
あ
り
、
そ
れ
は
社

会
の
安
定
、
ひ
い
て
は
政
治
の
安
定
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
一
二
・
五

計
画
が
第
一
八
回
党
大
会
を
跨
ぎ
、
二

〇
一
六
年
ま
で
実
施
さ
れ
る
点
に
あ

り
、
次
期
習
近
平
政
権
の
経
済
運
営
を

も
拘
束
す
る
点
に
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

中
国
が
直
面
す
る
課
題
の
正
確
な
把
握

が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
は
、
二
〇
〇

六
年
か
ら
五
年
間
の
「
中
国
総
合
展
望

研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
そ

の
成
果
と
し
て
二
〇
一
一
年
ま
で
に
現

代
中
国
分
析
シ
リ
ー
ズ
全
五
巻
を
刊
行

し
た
。
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

シ
リ
ー
ズ
1
『
中
国　

産
業
高
度
化

の
潮
流
』
で
は
、
中
国
を
代
表
す
る
産

業
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通
じ
て
、
経

済
成
長
を
牽
引
す
る
高
度
化
の
潮
流
を

解
き
明
か
し
た
。

　

シ
リ
ー
ズ
2『
中
国
の
政
治
的
安
定
』

で
は
、政
治
に
関
わ
る
諸
問
題
の
現
状
、

共
産
党
の
対
応
を
分
析
し
、「
中
国
の

政
治
は
安
定
し
て
い
る
か
」
と
い
う
問

い
へ
の
答
え
を
導
き
だ
そ
う
と
試
み

た
。

　

シ
リ
ー
ズ
3
『
中
国
農
村
改
革
と
農

業
産
業
化
』
で
は
、
農
村
改
革
と
農
業

産
業
化
に
よ
っ
て
変
化
す
る
農
村
部
に

お
け
る
「
三
農
問
題
」
の
実
態
を
解
明

し
た
。

　

シ
リ
ー
ズ
4
『
中
国
の
持
続
化
可
能

な
成
長　

資
源
・
環
境
制
約
の
克
服
は

可
能
か
？
』
で
は
、
資
源
・
環
境
問
題

の
実
態
、
対
策
と
効
果
、
将
来
展
望
に

つ
い
て
解
明
し
た
。

　

シ
リ
ー
ズ
5
『
中
国
「
調
和
社
会
」

構
築
の
現
段
階
』
で
は
、
胡
錦
濤
政
権

が
一
党
支
配
の
新
た
な
正
統
性
の
模
索

と
し
て
打
ち
出
し
た
「
調
和
社
会
」
の

構
築
の
現
段
階
を
検
証
し
、
そ
の
問
題

点
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
当
初
、
岐
路

に
立
つ
中
国
を
正
確
に
と
ら
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。
し
か
し

ご
覧
の
通
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
取
り

上
げ
た
分
析
領
域
は
、
意
図
し
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
ま
さ
に
次
期
習
近
平
政

権
が
直
面
す
る
課
題
と
一
致
し
て
い

る
。
読
者
の
方
々
に
は
シ
リ
ー
ズ
全
五

巻
を
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
、
次
期
習
近

平
政
権
の
中
国
を
先
取
り
し
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
さ
さ
き　

の
り
ひ
ろ
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

在
上
海
海
外
調
査
員
）

《
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